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ユ 1 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ，礼儀を正しくし､う到引′”る毒つくりましょう ‘＃

1 元気d動き、豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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新
学
期
は
、
子
供
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
行
動
範
囲
が
グ

ッ
と
広
が
っ
た
り
、
新
た
に
自
転
車
を
利
用
し

始
め
た
り
す
る
新
入
学
（
園
）
児
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

道
路
に
い
き
な
り
雁
ぴ
出
し
て
く
る

段
０
１
、

子
供
に
ハ
ヅ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
力

よ
く
あ
り
ま
す
が
、
子
供
は
時
と
ｌ
一
て

大
人
が
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
行
動

を
と
り
、
聿
岐
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
を
交
通
蝸
岐

か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、

次
の
よ
う
な
ｆ
供
の
特
性
を
十
分
蝿
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
子
供
は
、
｜
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向

く
と
、
周
り
の
も
の
は
目
に
人
ら
な
く

な
る
。

●
子
供
は
、
物
明
を
単
純
に
し
か
叫
解

て
き
ず
、
考
え
方
も
自
己
中
心
的
に
な

り
が
ち
。
〃
口
一
分
が
黄
色
い
旗
を
あ
げ
れ

ば
、
束
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も
の

と
思
い
込
み
が
ち
で
あ
る
。

●
ｆ
供
は
、
応
川
的
な
動
作
が
で
き
な

い
。
い
つ
も
通
る
道
で
は
交
迦
ル
ル

は
守
れ
る
が
、
知
ら
な
い
道
で
は
守
れ

な
い
。

●
ｆ
供
は
、
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
挑

営
し
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的

Ｊ 一一
子
供
の

一

一
行
動
特
性
を
知
ろ
う
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子
供
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は

ｆ
供
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
次
の

点
を
具
体
的
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
力

人
辨
で
す
。

１
、
実
際
の
通
学
（
園
）
時
間
に
介
わ
せ

な
言
葉
だ
け
で
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

ｕ
〈
体
的
な
行
動
を
通
じ
て
理
解
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
．

●
子
供
は
、
大
人
や
年
上
の
ｒ
め
ま
ね

を
す
る
。

●
子
供
の
視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い
。

晩
小
中
の
巾
な
ど
が
あ
る
場
介
、
大
人

に
は
先
を
Ⅱ
と
お
せ
て
も
、
〃
ｌ
供
に
は

見
え
な
い
こ
し
〆
｜
が
あ
る
。
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実
例
を
あ
げ

盾
傭
岬
囎
埠
惟
し

て
、
保
禮
者
と
児
童
が
実
際
に
そ
の
通

学
（
卿
）
賂
を
何
Ｍ
か
辿
っ
て
、
肺
号
機

道
路
標
識
の
兇
万
、
横
断
歩
道
の
正
し

い
渡
り
方
を
指
導
す
る
。

２
、
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
済
ま
せ

る
よ
う
習
惟
づ
け
る
。
ま
た
、
登
校
時

間
に
余
裕
を
も
た
せ
、
忘
れ
物
が
な
い

か
ど
う
か
蓋
校
前
に
必
ず
点
柿
す
る
よ

う
習
慣
づ
け
る
》

３
、
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範

囲
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
、
旧
宅
か
ら
の

距
離
や
交
湘
畷
塊
を
冴
え
て
決
め
、
〃
ｊ

供
に
し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
折
導
す

、
″
争

う
否４
、
子
供
に
自
抵
卓
を
利
用
さ
せ
る
場

合
に
は
、
〃
Ｉ
供
の
年
齢
、
体
力
、
能
力

な
ど
を
好
え
て
体
に
適
し
た
川
に
小
を

選
び
、
ま
た
、
乗
る
場
合
は
必
ず
点
怖

（
）

手をあげて横断歩道をわたろうね

一
県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
の
す

｛
べ
て
の
市
町
村
で
つ
く
っ
た
制
度
で
、

一
加
入
渦
が
、
交
辿
謂
收
に
あ
わ
れ
た
場

ｘ
口
に
、
兄
川
金
が
文
払
わ
る
も
の
で
す
。

で
易
制
度
は
、
１
年
ご
と
の
更
新
で
す

一
か
ら
、
い
ま
加
入
し
て
い
る
方
は
３
月

一
別
Ｒ
で
剛
限
が
き
れ
ま
す
。

一
師
年
艇
分
（
４
川
１
Ⅱ
か
ら
１
年
間
）

一
に
つ
い
て
、
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の

三
』
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
済
ま
し
て
く

一
だ
さ
い
〔
・

一
加
入
し
て
い
な
い
方
や
、
子
仙
会
、

一
川
休
、
Ⅲ
推
叶
な
ど
で
も
川
人
で
き
ま

一
寸
。
団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、
加
入
惟

一
進
協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加
入
者
１

－
人
に
（
ノ
き
別
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
（
、
）
会
費
は
１
年
間
お
と
な
６
０
０
円
。

了
ｉ
供
（
巾
確
唯
以
下
）
３
０
０
円

一
○
見
灘
企
は
、
殿
高
１
０
０
″
円
（
死

亡
の
場
合
）

傷
博
の
場
合
は
２
万
円
か
ら
鋤
万
円

ま
て
の
９
段
階
で
す
ゞ

○
川
人
て
き
る
″
は
、
仇
乢
溌
緑
が
ざ

札
て
い
る
力
で
、
外
倒
人
て
も
（
登
録

し
て
あ
れ
は
）
加
入
で
き
ま
す
〆

○
加
入
め
申
し
込
み
は
、
会
溌
を
添
え

て
、
巾
役
叶
巾
民
相
談
室
、
ま
た
は
、

補
会
の
血
絡
Ｈ
さ
ん
へ
、
旧
桜
お
伽
い

し
ま
す
必 ひ

と
月
犯
円
で
溌
識

川
万
円
の
見
舞
金

県
民
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
よ
う
口
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あ
ぶ
な
い
よ
車
が
見
え
な
い
ま
が
り
か
ど

危
険
で
す
寝
不
足
積
み
過
ぎ
飛
ば
し
過
ぎ
蕊

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
も
も
う
一
度
右
左

新たな交通規制3か所師
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

＠福田薬局手前右柵禁 11
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刊
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６
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１
４ す

る
よ
う
に
桁
導
す
る
。
り
け
を
Ｉ
分
に
戦
え
て
か
ら
、
除
々
に
〃
ｌ
供
の
』
父
岨
半
故
を
防
ぐ
に
は
、
以
一

５
、
自
転
申
を
安
全
に
利
用
さ
せ
る
に
道
路
に
な
こ
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
ｌ
の
点
を
よ
く
わ
き
ま
え
る
し

し
｜
も
に
↓

は
ま
ず
、
空
き
地
や
公
園
な
ど
安
全
た
道
路
環
境
や
交
通
量
を
苛
盧
し
て
、
わ
か
子
め
性
格
を
よ
く
考
え
、
Ⅱ
常
生
一

な
場
所
で
、
安
全
な
無
り
方
、
特
に
正
自
転
車
に
鞭
っ
て
も
よ
い
区
域
、
時
川
禍
の
な
か
で
具
体
的
に
指
導
し
て
い
く
一

し
い
止
ま
り
〃
と
交
蝶
点
の
安
全
な
漣
な
ど
を
指
定
し
て
利
哨
さ
せ
る
。
二
と
か
眼
要
で
す
。
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一
寸

／
、
だ
っ
て
い
ま
す
一
九
十
七
年
Ⅲ
月
か
ら
翌
年
の
三
Ｈ
ま

『
で
の
一
年
分
の
定
額
保
険
料
は
、
六
″

交
通
安
全
広
報
塔
一
一
一
Ｉ
ハ
削
叫
卜
川
で
す
が
川
月
巾
に

一
ま
と
め
て
納
め
る
と
、
六
〃
干
凹
三

‘
吋
胴
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
一
一
の
鳩
は
、
一
ト
リ
と
な
り
、
ｒ
ｈ
ｎ
十
川
の
削
引

交
辿
安
全
を
伽
っ
て
、
次
の
″
々
が
尚
一
き
し
｜
な
り
ま
す
。
付
川
年
金
は
、
六

城
地
Ⅸ
交
汕
疫
全
協
会
へ
蝶
吋
僻
し
、
高
一
″
し
下
川
〆
ｕ
四
十
川
が
、
ｒ
』
ハ
百
三

献
僻
察
料
に
建
て
て
あ
る
も
の
で
す
。
－
１
円
割
引
き
さ
れ
、
六
〃
八
千
八
百
十

Ｍ
側
拠
雌
伸
式
会
祉

一
円
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

雌
川
昭
一
、
根
心
昇
、
松
本
基
一
前
納
す
る
と
、
納
め
に
行
く
手
間
も

鈴
木
昭
司
、
大
友
一
衞
》
与
十
、
内
ら
三
ｔ
‐
ソ
』
よ
〃
、
↑
．
‐
圭
ｊ
龍
ｒ
ひ

省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
の

－－巨
古．E
lp」

朏
叩
場
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幸
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峠
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）
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D歩付者用道路（スクール‘ノーン

'F前7時30かから8時30かまて
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国
氏
年
余
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

｝
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

一
ん
か
ゞ

一
八
Ｉ
六
年
度
分
の
保
険
料
は
、
川
Ⅱ

一
三
卜
Ｈ
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
巾
役
叶

一
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
山
桜

｝
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
る
か
、
社
会

一
保
険
事
務
所
か
ら
納
付
書
を
発
行
し
て

一
も
ら
っ
て
、
郵
便
局
ま
た
は
、
銀
行
へ

一
払
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

↑
も
う
一
度
納
め
忘
れ
か
な
い
か
確
か

》
力
て
み
ま
し
ょ
、
７
皇

一
国
民
年
金
保
険
料
の
「
舸
納

｜
と
は

二
年
一
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る

一
と
、
保
険
料
が
割
洲
き
さ
れ
る
制
度
で

で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一一一一

守
Ｉ
ｉ
１
６

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
Ⅷ
《

保
険
科
の
前
納

割
引
き
に
な
り
ま
す

９
０
７
ト
ト
、
７
０
ト
ト
山
ヴ
ト
ト
ト
‐
Ｉ
卜

は
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に期待される公民館活動

一

一

▲心をこめて（書道講座）

…

惨
さ
て
で
き
あ
が
り
は

鶴

（
七
宝
焼
ク
ラ
ブ
）

蕊

ゞ
逆

鯵
鯵鯵
鱒

昨
年
の
六
月
待
望
の
書
道
黙
座
初
日

蕊
、
唖
諏
蝉
泳

そ
ら

札
た
次
第
て
す
．

四
年
前
、
巾
報
の
小
さ
、
葱
二
一
一
口
４
１
リ

、
コ
ー
〕

訓
升
一

‘－１ｌ

私
た
ち
初
級
生
は
、
ま
ず
文
字
三
体

Ⅲ
Ⅱ
ミ
川
力
さ
れ
て
老
人
学
級
に
一
入
学
し
ま
し
た
”
定
義
か
ら
、
か
な
の
基
本
そ
し
て
人

１
１
二
℃
、
、

川
力
Ⅱ
日
を
重
ね
る
に
従
い
交
遊
は
潤
字
よ
り
細
字
に
う
つ
る
筆
つ
か
い
な
ど
、

Ⅲ

川
い
、
併
々
の
講
減
、
研
修
、
ク
ラ
ブ
柄
禁
谷
先
生
独
得
の
貴
重
な
経
験
談
を

川
動
等
、
年
甲
斐
も
な
く
胸
ふ
く
ら
ま
す
ま
じ
え
な
が
ら
、
熱
意
に
満
ち
た
ご
指

川
程
に
充
実
し
た
学
洲
の
連
続
で
し
た
。

淳
の
も
と
で
、
最
近
は
色
紙
の
吉
き
方

大
学
で
は
先
進
地
研
修
に
毎
年
県
外
二
群
の
ち
ら
し
法
を
勉
強
中
で
す
。

川
視
察
に
出
か
け
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
わ

川
か
公
民
館
の
指
導
企
山
に
ひ
そ
か
な
優

認
嚥
鐸
群
癖
》
録
大
高
輕
球
し

川
越
嘘
を
残
し
て
帰
る
次
第
で
し
た
。

Ⅱ山
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三

三
一
一
一

三
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三

一
一

三

三

三

三

三

三

三

差

玲
靜
癖
碓
密
壁
》
大
高
麺
注
加

三
一

三

三

差

（
》

ｉ
（
安
良
川
）

川
私
た
ち
は
、
絵
の
受
譜
生
と
し
て
毎

川
月
二
Ⅱ
、
約
二
時
間
の
絵
の
勉
強
を
し
、

ｊ
１
級
川
講
師
伊
藤
竜
馬
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご

当
テ
川

者
‐
指
導
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
個
性
の
あ
る

誰
州
立
派
な
絵
が
棚
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

く
川
た
。
二
月
十
八
日
無
事
修
了
式
。
振
り

戸
Ｌ
Ⅲ

跡
川
返
え
っ
て
み
る
し
“
↑
、
受
講
生
の
半
数
は
、

こ
川
若
い
奥
さ
ん
方
で
、
非
常
に
熱
心
で
上

手
匙
Ⅲ

い
川
手
に
な
り
ま
し
た
。
夏
は
、
豊
浦
海
岸
、

ら
Ⅲ
お
正
月
に
は
、
平
潟
の
港
風
景
の
写
生

ね
川
▲
川
会
、
そ
し
て
レ
ク
リ
↓
‐
一
ｌ
シ
ョ
ン
な
ど

Ⅲ
楽
し
い
思
い
出
か
一
杯
で
し
た
。
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